
 

 

 

 

 
 

 

 

 

 
 11 月 26 日(木)に開催された今年度の「みどりの南小 音楽祭」は５・６年生による
実行委員会が運営して実施しました。準備から当日の進行、片付けまで、子供たちが
意欲的に取り組む姿はとても素晴らしく、頼もしく感じました。ありがとうございま
した。閉会式では、実行委員長の○○ ○○さんから、ゲストのお二人へお礼の言葉が
ありました。以前の記事でご紹介できなかったので、今回掲載いたします。 

実は、小倉さんは、つくばカピオで行われるコンサート「小倉良の All that Music!」(※)に出演していま
す。12 月 18 日(木)夜はメインゲストの麻倉未稀さん（学園ドラマ「スクール☆ウォーズ」の主題歌「ヒーロー」で有名）

とともに出演。冒頭の自己紹介トークの中では、みどりの南小の校歌を作曲したことや、学校の音楽祭に出
演したこと、「勇気 100％」等を子供たちと歌って大変盛り上がったこと等を話されていました。公演後には
小倉さん、山岡さんから「また子供たちと一緒に歌いたい」とお話いただきました。小倉さんたちにとって
も素敵な思い出になったようです。小倉様、山岡様、大変お世話になり、ありがとうございました。 
※公益財団法人つくば文化振興財団 主催の文化芸術事業の一つ。平成 29 年から行われ、数多くの楽曲を提供してきたヒットメーカー小
倉良さんが、豪華ゲストを迎えて贈るトーク＆ライブのコンサート。 

 

 
 12 月５日(金)10 時から、多目的室４(２階)で、市主催の家庭教育学級「怒っ
てもいい 親のための感情整理術」が、保護者の方々が参加して実施されまし
た。講師は社会福祉士、スクールソーシャルワーカー、アンガーマネジメント
ファシリテーターである前田 順子氏。子育てが楽になるためのスキルとして、
自分の怒りの感情をどのように理解して子供に接するか、保護者同士がペアで
語り合いながら学びました。参加した保護者の方からは以下のような感想があ
りました。家庭教育で必要なスキルに参加者も満足されていました。 
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 今日は私たちのために、いらしてくださり、ありがとうございました。 

 私は、初めて全学年で「みどりの包まれて」の二部合唱を歌った時、音が重なるとこんなに素敵なハーモニーがで

きるんだと、とても感動しました。今日は小倉さんや山岡さんと一緒に歌うことができて、私たちにとってより思い

出に残る校歌になりました。こんな素敵な校歌は日本全国で他にないと思います。自慢の校歌です。今日１日全員で

心を合わせて歌うことができて、実行委員会のみんなで考えた「心を合わせて美しい音楽を奏でよう」というテーマ

を実現できたと思います。それは、音楽の素晴らしさを教えてくださった、小倉さん、山岡さんのおかげです。あり

がとうございました。みどりの南小ができて２年目、私にとっては最後の音楽祭でしたが、とても素敵な思い出、素

晴らしい経験ができました。本当にありがとうございました。また、来年も来てください。 

第２回音楽祭実行委員長 ６年 ○○ ○○ 

 

これまでの話題から

・自分の中でこうあるべきという自分の範囲を少し広げていって、これから子供と向き合っていきたいと思います。 
・怒りが生まれるメカニズムをみた時に自分だけでなく相手にもあるんだなと感じたため、今日からは少し優しく対
応できる気がしました。自分の考えや思いを話したり、他の人の意見を聞いたりしたことで、自分だけじゃないん
だ、そういう考えもあるんだと、ホッとしたり、新たな学びがありました。 

・怒った時のことを思い出すと「どうしてあんなにイラっとしたのかな？」と思う。その時のイライラを生んだメカ
ニズムを知ると納得。子育て中、余裕がすべてだと思っていたが、その中にいろいろあることを知った。同じよう
に、子供の中にも「べき」や怒りが生まれる理由があるのだろう。そこに目を向けながら、親としてコントロール
しながら後悔しない「怒り」をしていきたい。 

・怒ってしまったことに自己嫌悪になる毎日で怒りの感情は良くないものと思っていましたが、怒りの感情はあって
もよいものだと気付くことができました。ワンオペですぐに余裕がなくなってしまいますが、自分のまぁ許せるゾ
ーンを自分で知って、怒りと上手く付き合っていきたいです。 

子供たちの歌声に包まれて(2)
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